
   

飛躍する、 

プレーヤーを応援!! 

クラブ紹介   静岡市立豊田中学校バドミントン部 顧問 村上 

第２９回静岡県大学バドミントン選手権大会（個人戦） 
 令和６年３月１６・１７日 静岡大学体育館 

男子ダブルス１部優勝 男子ダブルス 2部優勝 女子ダブルス１部優勝 女子ダブルス 2部優勝 

＜1 部＞  

優 勝 静岡大学静岡キャンパス 

準優勝 静岡県立大学 A チーム 

３位  静岡大学浜松キャンパス 

第 9回 齋藤 聡 会長杯争奪バドミントン選手権大会  

令和 6 年 3 月 24 日 静岡大学体育館 

男子シングルス 1・2・3部 優勝者 

女子シングルス 1・2部 優勝者 

（7） 

男子シングルス   

優勝 大角 菖馬 (静岡市立清水第四中)  

２位 尾﨑 翔  (SBC スクール)  

３位 小林 司  (どんぐりジュニア) 

３位 横山 真士 (掛川市立西中) 

女子シングルス   

優勝 長谷川 翼咲 (広幡バドキッズ) 

２位 良知 さあや (広幡バドキッズ) 

３位 中野 寧音 (広幡バドキッズ) 

３位 御宿 芽衣 (裾野市立深良中)  

男子ダブルス   

優勝 柘植 太壱・山下 瑛翔 (富士中央 BC) 

２位 鈴木 一嘉・鈴木 彪吾 (どんぐりジュニア) 

３位 佐野 利玖・高野 太陽 (富士宮市立富士根南中) 

３位 阿蘇 いをり・齋藤 崇成 (伊東市立門野中) 

女子ダブルス   

優勝 鈴木 心奈・山﨑 宙  (富士宮市立富士根南中) 

２位 松浦 愛珠・比江島 紗英 (広幡バドキッズ) 

３位 村松 京華・神間 虹来 (常葉大学附属菊川中) 

３位 菊池ひより・小柳出莉歩 (伊東市立南中) 

左（２位） 真ん中（優勝） 右（３位）

尾崎 翔 大角 菖馬 小林 司

（４） 

左（２位） 真ん中（優勝） 右（３位）

良知 さあや ⻑⾕川 翼咲 中野 寧音

上段左（優勝） 上段右（優勝）

山下 瑛翔 柘植 太壱

下段左から①②（２位） 下段左から③④（３位）

鈴木 彪吾 鈴木 一嘉 佐野 利玖 高野 太陽

“優勝するために”静岡市立豊田中学校バドミントン部です。私たちは日々、「優勝すること」を

目標に活動しています。そのために、部員それぞれが共通して意識していることは「自分を知ること」

と「仲間を尊重すること」です。 

「自分を知る」ために、バドミントンノートに練習や試合での反省点、よかった点などを記入し、 

自分の強みや弱みを分析しています。その上で、自分なりの目標をもって練習するようにしています。

「仲間を尊重する」という点では、試合などの実践練習後には、客観的にどうしたらよいかなどの 

アドバイス交換を行います。毎日一緒に切磋琢磨している仲間同士なので、遠慮せずに意見を言うこ

とができ、また、互いを尊重しているからこそできることなのではないかと考えています。 

 どんなときでも、顧問の村上先生や米田コーチをはじめとした、支えてくださる方々や、練習でき

る環境に感謝することを忘れないこと、厳しい練習の中で自分に負けず、限界に挑戦することを大切

にしています。 

 中体連に向けて、同じバドミントン 

という共通のスポーツを通じて得られた 

大事な仲間とともに、「優 勝」が掴める 

よう、部長としてチームの雰囲気を作り 

リーダーシップがとれ、人としてプレ 

イヤーとして成長できるよう頑張りたい 

です。 

             大村芽生 

第 ５０ 回 静岡県中学校バドミントン選手権大会 
 令和６年３月９日 富士宮市民体育館 

上段左（優勝）

山﨑 宙 鈴木 心奈

下段左から①②（２位） 下段左から③④（３位）

比江島 紗英 松浦 愛珠 村松 京華 神間 虹来

男子ダブルス 1 部 

優勝 石原・中橋 

2 位 生駒・中田 

3 位 伊藤・三朝 

男子ダブルス 2 部 

優勝 井上・原口 

2 位 坂・田高 

3 位 各務・佐々木 

女子ダブルス 1 部 

優勝 三谷・山下 

2 位 内田・鈴木 

3 位 植木・竹野 

女子ダブルス 2 部 

優勝 井出・松尾 

2 位 内田・何 

3 位 足立・神戸 

男子シングルス 1 部 

優勝 中橋一悠 

2 位 石原慶士 

3 位 中田恭介 

男子シングルス 2 部 

優勝 原口佳己 

2 位 坂健流 

3 位 大倉拓也 

男子シングルス 3 部 

優勝 高橋賢舟 

2 位 中辻祐大 

3 位 宮城島大河 

女子シングルス１部 

優勝 山下璢菜 

2 位 稲向咲 

3 位 植木菜々美 

女子シングルス 2 部 

優勝 鈴木琴葉 

2 位 関佳那子 

3 位 可美帆 


